
 

 

 
  

 

平成 31 年３月 21 日（木）、平成 31 年度代議員会が開催されました。 

 構成員 22 名中、14 名の方が出席したほか 7 名の方から委任状をいただきました。 

平成 30 年度事業報告及び決算報告、その他の報告がなされた後、平成 31 年度事業計画案、予算案を

はじめとする各種事項について、慎重審議がなされました。今回の代議員会で承認及び周知された内容

の一部をご紹介します。 

 

【代議員会出席団体】 

士別ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝ協会・和寒町ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝｸﾗﾌﾞ・風連ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝ協会・滝上町ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝｽﾎﾟｰﾂ少年団 

津別ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝｸﾗﾌﾞ・ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝｸﾗﾌﾞ Kitami・北見工業大学ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝ競技部・釧路ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝ協会 

釧路ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝｷｯｽﾞｽﾎﾟｰﾂ少年団・釧路 TC アクティブ・幕別ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝｸﾗﾌﾞフーニー・音更ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝｸﾗﾌﾞ 

小樽商科大学ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝ競技部・サクセスｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ  

 

承認事項（抜粋） 

１．2019 年度事業計画及び予算案  

・北海道主催の各種競技大会は、次の日程で開催されます。 

☆第 35 回北海道ジュニアトランポリン競技選手権大会   

５月 11 日～12 日     滝上町スポーツセンター 

☆第 24 回北海道トランポリン・シャトル競技大会            

６月 23 日        風連町農村環境改善センター 

☆第 41 回北海道トランポリン競技選手権大会・第 74 回国民体育大会北海道代表選手選考会 

 ７月 13 日～14 日     釧路市 湿原の風アリーナ 

☆第９回北海道年齢別トランポリン選手権大会  

9 月 21 日～22８日    北見市立体育センター 

 ・この他にも、普及指導員認定講習会、強化練習会、公認審判員講習会・審判資格認定講習会等が開催

されます。ふるってご参加下さい。（詳細はホームページに掲載されている事業計画をご覧ください。） 

 ・予算の中では、１種審判員の資格取得に対し補助金が出ることとなりました。ご活用下さい。 

 

２．国民体育大会監督の選出方法 
国体に選出された選手の方が、安心して大会に参加できるように次の手順で国体監督を選出するこ

とが決定されました。 

⑴ 監督資格を持っていること（国体監督有資格者） 

 ・公益財団法人日本スポーツ協会、公益財団法人日本体操協会が認定する公認体操コーチ資格 

 ⑵ 男女とも同一チームの選手が選出された場合 

① 国体監督優先順位１位 

チームの監督（コーチ）が国体監督有格者の場合は、監督としての参加意向を確認 

② 資格がない若しくは辞退された場合は⑶に準ず。 

  ⑶ 別チームの選手の男女が選出された場合 

   ① 国体監督優先順位２位・・・強化部長または部員から選出する。 

   ② 国体監督優先順位３位・・・競技委員会から選出する。        

 ③ 国体監督優先順位４位・・・他の国体監督有資格者 

   

 

 



 

 

３．北海道ジュニアトランポリン競技選手権大会の出場区分変更 
今年度からジュニア選手権の出場区分が学年分けではなくなり、全日本ジュニア選手権と同じ年齢

分けになりました。（詳細は、ジュニア選手権要項をご覧下さい。） 

 

４．2019・2020 年度役員の改選 
  北海道協会役員は、新たな体制で令和元年を迎えることとなります。会員の皆様には、ご理解とご協

力をお願いします。（体制については、役員組織図・業務分担規程をご覧ください。役員の氏名等は、

各団体の代表者の方にお聞きください。） 

 

５．規約・細則の全部改正及び規程等の一部改正 
  北海道協会の規約と細則が全部改正となりました。また、これに伴い規程等も一部改正されていま

す。規約等はホームページに掲載しますので、是非、御一読下さい。 

 

６．北海道主催大会の運営に関する業務分担の変更 
北海道ジュニア選手権、北海道選手権、北海道年齢別選手権開催時の業務分担が変更になりました。 

  各地区で大会を担当される時には、ご注意下さい。 

  なお、大会の要項・申込書等はホームページに掲載されます。文書は送付されませんので、ホームペ

ージを注意して見ていて下さい。 

 

① 開催要項作成 ・・・・・・・・・・・・・・競技部 

② 開催要項等発送 ・・・・・・・・・・・・・競技部（ホームページに掲出） 

③ 大会申込み受付 ・・・・・・・・・・・・・競技部 

④ 入金確認 ・・・・・・・・・・・・・・・・主管協会担当者 

⑤ 試技順決定 ・・・・・・・・・・・・・・・競技部 

⑥ タイムテーブル作成 ・・・・・・・・・・・競技部 

⑦ プログラム作成（広告以外） ・・・・・・・競技部 

⑧ プログラム印刷 ・・・・・・・・・・・・・主管協会 

⑨ 各地区への試技順、連絡事項等の連絡 ・・・競技部 

 

７．大会審判用システム等の貸出し 
  大会を運営する際に、審判機材・システムは重要な資材となりました。皆さんが、簡便に使用できる

ことを目指して、審判用資器材等を貸し出しますので、使用して下さい。（貸出料は１大会分です。詳

しくは、審判部までお尋ね下さい。） 

   

① 跳躍時間測定器（ＴＭＤ）   １パネル分 貸出料 5,000 円 

  ② 採点・集計システム用備品   １パネル分 貸出料 5,000 円 

   
注意：受け渡しは、極力手渡しで行います。受け渡し時には機器の確認をしっかり行いましょう。 

 

８．ＦＩＧ年齢別選手権の第１演技要求項目の変更 
  すでにご存じかと思いますが、ＦＩＧ年齢別選手権の第１演技要求項目が変更になっています。 

選手の皆さん、コーチの皆さんはよく確認して下さい。 

 


